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Notice of Disclaimer
The information disclosed to you hereunder (the “Materials”) is provided solely for the selection and use of Xilinx products.To the maximum 
extent permitted by applicable law:(1) Materials are made available "AS IS" and with all faults, Xilinx hereby DISCLAIMS ALL WARRANTIES 
AND CONDITIONS, EXPRESS, IMPLIED, OR STATUTORY, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, 
NON-INFRINGEMENT, OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE; and (2) Xilinx shall not be liable (whether in contract or tort, including 
negligence, or under any other theory of liability) for any loss or damage of any kind or nature related to, arising under, or in connection with, 
the Materials (including your use of the Materials), including for any direct, indirect, special, incidental, or consequential loss or damage 
(including loss of data, profits, goodwill, or any type of loss or damage suffered as a result of any action brought by a third party) even if such 
damage or loss was reasonably foreseeable or Xilinx had been advised of the possibility of the same.Xilinx assumes no obligation to correct 
any errors contained in the Materials or to notify you of updates to the Materials or to product specifications.You may not reproduce, modify, 
distribute, or publicly display the Materials without prior written consent.Certain products are subject to the terms and conditions of the 
Limited Warranties which can be viewed at http://www.xilinx.com/warranty.htm; IP cores may be subject to warranty and support terms 
contained in a license issued to you by Xilinx.Xilinx products are not designed or intended to be fail-safe or for use in any application 
requiring fail-safe performance; you assume sole risk and liability for use of Xilinx products in Critical 
Applications:http://www.xilinx.com/warranty.htm#critapps.
© Copyright 2012 Xilinx, Inc. Xilinx, the Xilinx logo, Artix, ISE, Kintex, Spartan, Virtex, Vivado, Zynq, and other designated brands included 
herein are trademarks of Xilinx in the United States and other countries.All other trademarks are the property of their respective owners.

本資料は英語版 (v2012.4) を翻訳したもので、 内容に相違が生じる場合には原文を優先します。
資料によっては英語版の更新に対応していないものがあ り ます。
日本語版は参考用と してご使用の上、 最新情報につきましては、 必ず最新英語版をご参照ください。

この資料に関するフ ィードバッ クおよびリ ンクなどの問題につきましては、jpn_trans_feedback@xilinx.com までお知らせくださ
い。 いただきましたご意見を参考に早急に対応させていただきます。 なお、 このメール アドレスへのお問い合わせは受け付け
ており ません。 あらかじめご了承ください。

改訂履歴
次の表に、 この文書の改訂履歴を示します。

 

日付 バージョ ン 改訂内容

2012/07/25 2012.2 初版

2012/10/16 2012.3 画像をアップデート

2012/12/18 2012.4 マイナー アップデートのみ。

図 4-1 : Documentation Navigator の [Update Catalog] ボタンを削除
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第 1 章

Vivado Design Suite の概要

Vivado Design Suite とは
Vivado™ Design Suite は、 デザインの生産性を改善するためのツールです。 ザイ リ ンクスのすべてのプログラマブル
デバイスの 28nm ファ ミ リ用のデザインを設計、 統合、 インプ リ メン ト し、 全体的な生産性を増加させるために構築
されています。 28nm を使用するこ とで、ザイ リ ンクス  デバイスはよ り大規模になり、 スタ ッ ク ド  シ リ コン インター
コネク ト  テク ノ ロジ、 最大 28GB の高速 I/O インターフェイス、 マイ ク ロプロセッサおよびペリ フェラル、 アナログ
ミ ッ クス ド  シグナルなどのさまざまな新技術を含めるよ うにな り ました。このよ うにデバイスが大規模で複雑になる
につれ、 デザインは多次元になるため、 タイム ト ゥ  マーケッ トが遅くなり、 生産性を高めにく くな り ます。 

Vivado Design Suite は、 既存の ISE® Design Suite に代わる新しいツールです。 Project Navigator、 Xilinx Synthesis
Technology (XST)、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン、 CORE Generator™、 Timing Constraints Editor、 ISE Simulator (ISim)、
ChipScope™ Analyzer、 Xilinx Power Analyzer、 FPGA Editor、 PlanAhead™ デザイン ツール、 SmartXplorer などのすべ
ての ISE Design Suite ツールの代わりに使用できます。 これらの機能はすべて、 共有の拡張型データ  モデルを使用し
て、 Vivado IDE (Integrated Design Environment) に直接組み込まれています。 

Vivado Design Suite を使用する と、 高位合成および配置配線を使用したインプ リ メンテーシ ョ ンでデザインを作成す
るこ とで、 タイ ミ ング、 混雑、 ワイヤ長合計、 使用量および消費電力などの複数の同時に発生するデザイン要素が分
析的に最適化されます。 Vivado Design Suite は拡張型データ  モデルを基に構築されているので、 中間ファイル形式に
書き込んだり変換したりせずにメモリで実行できるので、 ランタイム、デバッグおよびインプ リ メンテーシ ョ ンが速
くな り、 メモ リ要件が削減されます。 Vivado Design Suite では、 早い段階でデザインおよびツール設定を修正できる
ため、 スケジュール全体への影響が少なくな り、 繰り返し作業も減り、 生産性も向上します。

Vivado Design Suite ツールは、 Tcl インターフェイスを使用して記述されています。 Vivado IDE (グラフ ィカル ユーザー
インターフェイス) で使用可能なコマンドおよびオプシ ョ ンはすべて Tcl で実行できます。 Vivado Design Suite では、
バッチ モード と  IDE モードの両方に同じ機能があ り ます。 また、 ツール コマンドおよびオプシ ョ ンだけでなく、 レ
ポート されるデザイン データおよびコンフ ィギュレーシ ョ ンも確認しやすくなっています。

Vivado Design Suite は、 次のいずれかの方法で使用できます。

• Vivado IDE での GUI ベースのコマンド

• Vivado IDE の Tcl コンソール、 Vivado IDE 以外の Tcl シェルに入力される  Tcl コマンド、 または IDE か Tcl シェ
ルのいずれかで実行される  Tcl スク リプ ト  ファ イルに保存される  Tcl コマンド

• GUI ベースと  Tcl コマンドの混合

Tcl スク リプ トには、 デザインの合成/インプ リ メンテーシ ョ ン フロー全体に適用される  Tcl コマンドを含めるこ とが
できます。 これには、 デザイン解析用に生成される必要なレポートすべても含まれます。
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Vivado IDE の概要
Vivado IDE の概要 
Vivado IDE (Integrated Design Environment) とは、グラフ ィカル ユーザー インターフェイス  (GUI) のこ とで、ISE Design
Suite 10.1 から含まれるよ うになった PlanAhead ツールの進化したものです。 今リ リースの ISE Design Suite からは、
PlanAhead と  Vivado の 2 つの実行ファイルが含まれるよ うにな り ました。 

• PlanAhead デザイン解析ツール : PlanAhead ツールは ISE Design Suite に組み込まれ、ISE ソフ ト ウェアを使用した
デザインに特有の機能のみが含まれるよ うにな り ました。 

• Vivado Design Suite : Vivado Design Suite 実行ファイルは、 Vivado Design Suite および 7 シ リーズ デバイスを使用
したデザインに特有の機能を含む Vivado IDE を起動します。ISE Design Suite フローは、PlanAhead デザイン ツー
ル環境およびフレームワークを使用した新しい Vivado Design Suite に置き換わっています。 

Vivado IDE のわかりやすいインターフェイスは、 新規ユーザー向けに設計されていますが、 アドバンス  ユーザーが
詳細な設定ができるよ うにも設計されています。 すべてのツールおよびツール オプシ ョ ンは Tcl で記述されていま
す。 Tcl コマンドは、 IDE の Tcl コマンドか Tcl スク リプ ト を使用して入力できます。 解析および制約の割り当ては、
デザイン プロセスのどの段階でも実行できます。 たとえば、 タイ ミ ングまたは消費電力の概算を合成、配置、 または
配線後に出すこ とができます。 データベースは Tcl を使用してアクセスできるので、 制約、 デザイン コンフ ィギュ
レーシ ョ ン、 またはツール設定は、 ほとんどの場合インプ リ メンテーシ ョ ンし直さなくても リ アルタイムに変更でき
ます。 

Vivado IDE では、 メモ リでデザインを開く という コンセプ ト を導入しています。 デザインを効率的に開く こ とで、デ
ザイン ネッ ト リ ス トがデザイン フローの特定段階で読み込まれ、 制約がデザインに割り当てられ、 デザインがター
ゲッ ト  デバイスに適用されます。 これによ り、各段階でデザインを視覚化して処理できます。 これは多くの設計者に
とって新しいコンセプ ト とな り ます。 Vivado IDE では、 レジスタ転送レベル (RTL) のエラボレーシ ョ ン、 合成、 およ
びインプ リ メ ンテーシ ョ ン後にデザインを開く こ とができます。 変更は、 制約、 ロジッ クまたはデバイス  コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン、およびインプリ メンテーシ ョ ン結果に加えるこ とができます。デザイン チェッ クポイン ト を使用し
て、 デザインの現在の状態を保存できます。 

Vivado IDE の詳細は、 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : Vivado IDE の使用』 (UG893) を参照して ください。

Vivado Design Suite のアドバンス機能 

業界標準に基づいたデザイン

Vivado Design Suite では、 次の業界標準がサポート されます。

• Tcl

• AXI4、 IP-XACT

• Synopsys Design Constraints (SDC)

• Verilog、 VHDL、 System Verilog 

• System C、 C、 C++

ソ リ ューシ ョ ン全体は Tcl ベースで、 SDC および XDC (ザイ リ ンクスデザイン制約) フォーマッ トがサポート されま
す。 合成で Verilog、 VHDL、 および SystemVerilog がサポート されので、 FPGA が採用しやすくなっています。 Vivado
高位合成 (HLS) が可能なので、 C、 C++、 または System C 言語を使用してロジッ クを定義できます。 AXI4 および
IP-XACT などの標準 IP インターコネク ト  プロ ト コルを使用する と、システム レベルのデザインがよ り速く簡単に統
合できます。 これらの業界標準がサポート されるこ とによ り、 EDA エコシステムで Vivado Design Suite がさ らにサ
ポート可能にもな り ます。 Vivado Design Suite には多くのサードパーティ  ツールが統合されています。
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Vivado Design Suite のアドバンス機能
IP デザインとシステム レベル デザインの統合 
Vivado Design Suite には、 IP をコンフ ィギュレーシ ョ ン、 インプリ メン ト、 検証および統合する環境が提供されていま
す。 IP はスタンドアロン モジュールと して、 またはシステム レベル デザインの一部と してコンフ ィギュレーシ ョ ン
および検証できます。 IP には、 ロジッ ク、 エンベデッ ド  プロセッサ、 DSP モジュールまたは C ベースの DSP アルゴ
リズム デザインを含めるこ とができます。 カスタム IP は IP-XACT プロ ト コルにしたがってパッケージされ、 IP カタ
ログから使用できます。 IP カタログからは、 IP に素早くアクセスでき、 コンフ ィギュレーシ ョ ン、 インスタンシエー
シ ョ ン、 検証できます。 ザイ リ ンクス  IP では AXI4 インターコネク ト標準が使用され、 よ り高速なシステム レベルの
統合ができるよ うになっています。 既存の IP は、 RTL またはネッ ト リ ス トのどちらかの形式のデザインで使用できま
す。Vivado IDE では、古いバージ ョ ンの CORE Generator™ ツールを使用して生成された ISE Design Suite IP コア (.xco
ファイル) を使用できます。 

Vivado Design Suite は、ザイ リ ンクスの System Generator ツールと統合されており、DSP ファンクシ ョ ンをインプ リ メ
ン トするためのソ リ ューシ ョ ンを提供しています。 DSP モジュールは、 Vivado IDE に統合され、管理されます。 編集
する  DSP ソースを選択する と、 System Generator が自動的に起動します。 System Generator をスタンドアロン ツール
と して使用し、 その結果の出力ファイルを  Vivado IDE のソース  ファ イルと して使用するこ と もできます。

Vivado Design Suite は Xilinx Platform Studio (XPS) と統合されており、 マイ ク ロプロセッサ コアをコンフ ィギュレー
シ ョ ンおよび管理できます。 コアはは、 Vivado IDE に統合され、 管理されます。 編集する  XPS ソースを選択する と、
XPS ツールが自動的に起動します。 XPS をスタンドアロン ツールと して実行し、 その結果の出力ファイルを Vivado
IDE のソース  ファ イルと して使用するこ と もできます。

Vivado Design Suite は、 Vivado HLS と統合されており、 C ベースの DSP ファンクシ ョ ンをインプ リ メン トするための
ソ リ ューシ ョ ンを提供しています。 Vivado HLS からの RTL 出力は Vivado IDE で RTL ソース  ファ イルと して使用で
きます。 RTL 出力は、 Vivado IP パッケージャーで IP-XACT 準拠の IP にパッケージされてから、 IP カタログで使用
できるよ うにな り ます。 Vivado HLS モジュールは、 DSP モジュールを準備するために System Generator でも使用でき
ます。

IP パッケージャーは、 カスタムのザイ リ ンクス  IP コンフ ィギュレーシ ョ ン、 サードパーティ、 またはユーザー Ｉ Ｐ
をパッケージするために使用できます。 この後、 パッケージされた IP を  IP カタログに表示できます。 

詳細は、 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : IP を使用した設計』 (UG896) を参照してください。

RTL またはネッ ト リス トからビッ トス ト リームまでのデザイン  フ
ロー

Vivado Design Suite には、 次の Vivado IDE 機能が含まれます。

• Vivado 合成 

• Vivado インプ リ メンテーシ ョ ン 

• Vivado タイ ミ ング解析

• Vivado 消費電力解析

• ビッ ト ス ト リーム生成

これらのツールは、 集積度が高いデザインのパフォーマンスの増加、 ランタイムの削減のために設計されています。
Vivado 合成およびインプ リ メンテーシ ョ ン機能は、 タイ ミ ング ド リブンで SDC または XDC 形式の制約を使用しま
す。デザイン プロセスの各段階で、 さまざまなレポートおよび解析機能が使用できます。Tcl シェルまたは IDE の Tcl
コンソールに Tcl コマンドを入力して Tcl バッチ スク リプ ト を使用するか、 Vivado IDE を使用する と、 フロー全体を
実行できます。 デザイン結果を改善するには、 複数の run を作成してさまざまな合成またはインプ リ メンテーシ ョ ン
オプシ ョ ン、 タイ ミ ングおよび物理制約、 またはデザイン コンフ ィギュレーシ ョ ンを試してみます。

Vivado IDE は、 デザイン プロジェク ト を使用して、 デザイン プロセス全体をコンフ ィギュレーシ ョ ンおよび管理し
ます。 ソース、 デザイン コンフ ィギュレーシ ョ ンおよび run の結果は、 Vivado IDE プロジェク ト内に保存され、 管理
されます。 デザイン ステータスによ り、 ソース  ファ イルがアップデート された場合や run 結果が古い場合など、 ス
テータスの変更がわかり ます。標準的なレポートのセッ ト 、 ツールのメ ッセージ、 ログのほか、 カスタム レポート を
作成する  Tcl シェルまたは Tcl コンソールもプロジェク ト内に含まれます。 インプ リ メンテーシ ョ ンでは、 Vivado 消
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Vivado Design Suite のアドバンス機能
費電力最適化、 Vivado 物理最適化、 およびツールのエフォート  レベルなど、 デザイン ク ロージャーを達成するため
のア ドバンス  オプシ ョ ンが使用できます。 詳細は、 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : 合成』 (UG901) および
『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : インプ リ メンテーシ ョ ン』 (UG904) を参照して ください。

デザイン解析および検証 
Vivado IDE では、デザイン プロセスの各段階でデザインを解析、検証、変更できます。回路のパフォーマンスは、デ
ザイン プロセスで中間結果を解析する と改善できます。 この解析は、 RTL エラボレーシ ョ ン、 合成、 およびインプ
リ メンテーシ ョ ンの後に実行できます。 

Vivado IDE に統合されている  Vivado シ ミ ュレータを使用する と、 デザインの各段階でビヘイビアおよび構造ロジッ
ク  シ ミ ュレーシ ョ ンを実行できます。 このシ ミ ュレータでは、混合モードのシ ミ ュレーシ ョ ンがサポート され、結果
が解析波形に表示されます。 サードパーティ  シ ミ ュレータを使用するこ と もできます。 詳細は、 『Vivado Design Suite
ユーザー ガイ ド  : ロジッ ク  シ ミ ュレーシ ョ ン』 (UG900) を参照して ください。 

結果は、 Vivado IDE のデザイン プロセスの各段階でインタ ラ クティブに解析できます。 デザインおよび解析機能に
は、 タイ ミ ング解析、 消費電力概算および解析、 デバイス使用量統計、 デザイン ルール チェッ ク  (DRC)、 I/O ピン配
置、 フロアプラン、 インタラ クティブな配置配線解析、 ECO (Engineering Change Order) を含むものもあ り ます。 詳細
は、 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : デザイン解析およびクロージャー テクニッ ク』 (UG906) を参照してくださ
い。

インプリ メン ト をする と、 Vivado IDE 内でデバイスをプログラムおよび解析できます。デバッグ信号は簡単に識別で
き、 フロー全体でプロセスされます。 デバッグ コアはコンフ ィギュレーシ ョ ンして RTL または合成済みネッ ト リ ス
トのいずれかに挿入できます。 Vivado ロジッ ク  アナラ イザーを使用する と、 ハード ウェア検証もできます。 このイ
ンターフェイスには、Vivado シ ミ ュレータ と同じ共通の波形ビューアーが使用されます。詳細は、『Vivado Design Suite
ユーザー ガイ ド  : プログラムおよびデバッグ』 (UG908) を参照してください。

I/O ピン配置およびフロアプラン  
Vivado IDE には I/O ピン配置環境が含まれており、 デバイス  パッケージ ピンまたは内部ダイ  パッ ドに I/O ポート を
正し く割り当てるこ とができます。Vivado ピン配置ツールに表示されるビューおよび表を使用する と、デバイスおよ
びデザインに関する  I/O データを解析できます。 詳細は、 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : I/O およびクロ ッ ク
の配置』 (UG899) を参照してください。  

Vivado IDE には、インプリ メンテーシ ョ ン結果の改善に役立つアドバンス  フロアプラン機能が提供されています。こ
れには、 特定エリ ア内に指定したロジッ クを強制的に使用したり、 特定の配置または配線を次の run のためにインタ
ラ クティブにロッ ク した りする機能が含まれます。詳細は、 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : デザイン解析およ
びクロージャー テクニッ ク』 (UG906) を参照して ください。  
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第 2 章

Vivado Design Suite へのデザインの移行

概要
ISE® Design Suite は、 ザイ リ ンク ス  デバイスのすべてのジェネレーシ ョ ンに対する業界がみとめたソ リ ューシ ョ ン
で、 7 シ リーズおよびザイ リ ンクス  Zynq™-7000 デバイスをターゲッ トにするプロジェク トのデザイン フローにも対
応しています。 現リ リースの ISE Design Suite には、 アップデート されたデバイス  サポート も含まれます。 

Vivado Design Suite™ は、 Virtex®-7、 Kintex™-7、 Artix™-7 などの 7 シ リーズ デバイスをサポート し、 特に高集積の
混雑したデザインで優れたツール パフォーマンスを発揮します。 

ISE Design Suite および Vivado Design Suite のどちらでも  7 シ リーズ デバイスがサポート されるので、 Vivado Design
Suite へ移行する時間は十分にあ り ます。

推奨 : Kintex K410 またはそれよ り集積度の高いデバイス用に新規デザインを開始する場合は、 Vivado Design Suite を
使用するべきかど うか、 最寄のフ ィールド  アプリ ケーシ ョ ン エンジニア (FAE) までお尋ねください。

移行時の注意事項 :

• IP : 既存の ISE Design Suite プロジェク トおよび IP は Vivado Design Suite プロジェク トおよび IP に移行できま
す。 Vivado Design Suite では、 インプ リ メンテーシ ョ ン中に ISE Design Suite の IP を使用できます。

• ソース ファイル : 既存の ISE Design Suite プロジェク トから新しい Vivado Design Suite プロジェク トには、回路図
(SCH) および Architecture Wizard (XAW) ソース ファ イルを除き、すべてのソース  ファ イルを追加できます。たと
えば、 CORE Generator™ ツールのプロジェク ト  ファ イル (.xco) およびネッ ト リ ス ト  ファ イル (.ngc) はデザイ
ン ソース と して追加できます。

• run 結果 : run 結果は移行されませんが、Vivado ツールでデザインをインプリ メン トする と新しい run 結果が生成
されます。 

• 制約 : デザインまたは IP  で使用されたユーザー制約ファイル (UCF) は、Vivado Design Suite で使用するためには
ザイ リ ン ク ス  デザイン制約 (XDC) フォーマッ ト に変換する必要があ り ます。 Vivado IDE の詳細は、 『Vivado
Design Suite ユーザー ガイ ド  : 制約の使用』 (UG903)を参照して ください。 

注意 : デザイン制約およびスク リプ トは環境間で互換性がないので、現在 ISE Design Suite プロジェク ト を操作中の場
合は、 Vivado Design Suite へは移行しないよ うにしてください。 

デザイン移行に関する詳細は、 『Vivado Design Suite 移行手法ガイ ド』 (UG911) を参照してください。
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第 3 章

Vivado Design Suite の開始

Vivado Design Suite のインストール
ザイ リ ンク ス  ウェブサイ ト のダウンロード  センターからは、 現バージ ョ ンの ISE® Design Suite と  Vivado™ Design
Suite の両方をインス トールできます。 

重要 : Vivado Design Suite は、 保証期間内であれば、 すべての ISE Design Suite カスタマーが無料で使用できます。 

現リ リースでは、現在保証期間内の ISE Design Suite のシート数分の Vivado Design Suite のライセンスが使用できるよ
うになっています。 2012 年 2 月以降にバージ ョ ン 13 または 14 用に ISE Design Suite ラ イセンスを生成した場合は、
現在のライセンスで Vivado Design Suite が使用できます。保証期間内であっても  2012 年 2 月以前にライセンスを生成
した場合は、 ライセンスを再生成しないと  Vivado Design Suite は使用できません。

詳細なインス トール、 ラ イセンスおよびリ リース情報については、 次の資料を参照して ください。

• 『ザイ リ ンクス  デザイン ツール : インス トールおよびライセンス  ガイ ド』 (UG798) 

• 『ザイ リ ンクス  デザイン ツール : リ リース ノート  ガイ ド』 (UG631) 

Vivado IDE の起動
イ ン ス ト ールが終了し た ら、 グ ラ フ ィ カル ユーザー イ ン ターフ ェ イ スであ る  Vivado IDE (Integrated Design
Environment) を起動し、 デザインのプロジェク ト を作成します。

Windows

Windows でツールを起動するには

[スタート ] → [すべてのプログラム] → [Xilinx Design Tools] → [Vivado 2012.x] をク リ ッ ク します。

注記 : または、 デスク ト ップの Vivado IDE のシ ョート カッ ト をダブルク リ ッ ク します。

Linux

Linux でツールを起動するには、 コマンド  プロンプ トに次のコマンドを入力します。

X-Ref Target - Figure 3-1

図 3-1 : Vivado デスク ト ップ アイコン
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Vivado IDE の使用開始
# vivado

注記 : ヘルプが必要な場合は、 「#vivado -help」 と入力します。 

推奨 : Vivado IDE は作業ディ レク ト リ から起動して ください。 これによ り、 起動ディ レク ト リ に書き込まれるプロ
ジェク ト  ファ イル、 ログ ファ イル、 ジャーナル ファ イルが見つけやすくな り ます。

Vivado IDE の詳細は、 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : Vivado IDE の使用』 (UG893) を参照して ください。 

Vivado IDE の使用開始
Vivado IDE を起動する と、 さまざまな リ ンクを含む Getting Started ページが表示されます。 このページからは、 次が
実行できます。

• プロジェク トの開始

• IP の管理

• 資料およびビデオの確認 

プロジェク トの開始

プロジェク ト を作成または開き、 ソース  ファ イルを追加してデザインを定義します。 Getting Started ページには、 次
のステップに簡単にアクセスできる リ ンクが表示されます。

• プロジェク ト を作成

• サンプル プロジェク ト を開く

• 既存プロジェク ト を開く

X-Ref Target - Figure 3-2

図 3-2 : Getting Started ページ
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Tcl の使用 (アドバンス ユーザー用)
プロジェク ト を使用する場合、 「プロジェク ト  モード」 で動作するこ とにな り ます。 これは、 ツールがデザインを自
動的に管理し、 デザイン ファ イルのステータスを記録するこ とを意味します。 定義済みのデザイン フロー ステップ
を起動する と、 レポート結果を確認できます。 

• デザイン入力に関する詳細は、『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : システム レベル デザイン入力』 (UG895) を
参照して ください。 

• IP ついては、 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : IP を使用した設計』 (UG892) を参照して ください。

IP の管理

Vivado IP カタログからは、配布された IP を表示およびカスタマイズできるほか、既存の IP およびレポジ ト リ を開く
こ と もできます。

• デザイン入力に関する詳細は、『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : システム レベル デザイン入力』 (UG895) を
参照して ください。 

• デザイン フローの次の手順については、 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : デザイン フローの概要』 (UG896)
を参照して ください。

資料およびビデオの確認

Getting Started ページでユーザー ガイ ド、チュート リ アル、ビデオ、 リ リース  ノート などのリ ンクをク リ ッ クする と、
Documentation Navigator でそれらの資料が開きます。 

Documentation Navigator および Vivado Design Suite の資料の詳細は、 「Vivado Design Suite の情報入手」 を参照して く
ださい。

Tcl の使用 (アドバンス ユーザー用)
Tcl を直接使用する場合は、 Tcl コマンドでデザインを処理します。 これは、 アドバンス  ユーザー用の機能で、次が実
行できます。

• Vivado IDE の Tcl コンソールまたは IDE 外部の Tcl シェルに各 Tcl コマンドを入力

• Tcl スク リプ ト を  Vivado IDE または Tcl シェルから実行 

Tcl および Tcl スク リプ トの使用に関する詳細は、 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : Tcl スク リプ ト機能の使用』
(UG894) を参照して ください。 

ツールで Tcl を使用する具体的な手順は、 『Vivado Design Suite チュート リ アル : デザイン フローの概要』 (UG888) を
参照して ください。
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第 4 章

Vivado Design Suite の情報入手
Vivado™ Design Suite の詳細については、 本書の付録に記載される資料を参照して ください。 

推奨 : 「ビデオ チュート リ アル」 および 「ツール チュート リ アル」 の手順に従う と、 ツールの使用方法の詳細がわか
り ます。 

Xilinx Documentation Navigator
ザイ リ ンクス  ツールおよびハード ウェア資料は、Documentation Navigator またはザイ リ ンクス  ウェブサイ トから表示
できます。Documentation Navigator は、Vivado Design Suite に統合されているザイ リ ンクス資料およびビデオのカタロ
グです。 Vivado IDE (Integrated Design Environment) から開くには、 Getting Started ページまたは [Help] メニューの資料
のリ ンクをク リ ッ ク します。 

Documentation Navigator で開くのは英語ファ イルですが、 Vivado IDE で [Tools] → [Options] をク リ ッ ク し、 [Opening
Xilinx Documentation] セクシ ョ ンで [Open with your web browser] をオンにしておく と、 日本語資料がある場合はそれ
がウェブ ブラウザーで開きます。

Documentation Navigator には、 次の機能が含まれます。

• フ ィルター : 資料をタイプ、 デバイスまたはその他関連カテゴ リ別にフ ィルターして表示できます。 

• 検索 : 指定した検索語に基づいて資料を検索できます。ローカル レポジ ト リ とザイ リ ンクス ウェブサイ トの両方
の資料が検索されます。

• ク イ ッ ク  ダウンロード  : ローカル デスク ト ップにザイ リ ンクス資料をダウンロードできます。 

• 資料アップデート  : ザイ リ ンクス  ウェブサイ トでの資料のアップデート を監視できます。 

推奨 : Documentation Navigator の一番上の [Update Catalog] をク リ ッ クする と、ザイ リ ンクス  ウェブサイ トの最新の資
料カタログに合わせてアップデート されるので、 最新の資料およびビデオが入手できます。

ビデオ チュート リアル
Vivado IDE の使用を簡単に説明した短い ト レーニング ビデオがあ り ます。 このビデオは、 特定のデザイン タスクに
ついてそれぞれ説明するものです。ビデオは、Documentation Navigator、ザイ リ ンクス  ウェブサイ ト 、および YouTube
から表示できます。 
入門 japan.xilinx.com 12
UG910 (v2012.3) 2012 年 10 月 16 日

http://japan.xilinx.com


ツール チュート リアル
ツール チュート リアル
Vivado IDE をすぐに使用できるよ うに、 さまざまなチュート リ アルをご用意しています。 チュート リ アルでは、小さ
いサンプル デザインを使用して特定のデザイン タスクを実行する方法が手順ごとに示されます。チュート リ アルは、
Documentation Navigator およびザイ リ ンクス  ウェブサイ トから表示できます。 

統合資料
• Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : デザイン タスクごとに必要な情報を簡単に入手できるよ うにしたガイ ド

シ リーズです。

• リ ファレンス  ガイ ド  : Tcl コマンド、 制約およびデバイス  ライブラ リ などの ト ピッ ク別のリ ファレンス情報を提
供します。

• 手法ガイ ド  : デザインの移行や高集積度デザインのガイダンスなどの特定のデザイン タスクを実行するための
ハイレベルなガイダンスを提供します。
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付録 A

XilinxNotify を使用したリ リースのインス
トール 

概要
Vivado™ Design Suite では、新しい技術の導入やカスタマーのリ クエス トに迅速に対応するため、定期的に新規リ リー
スが入手できるよ うになっています。2012.2 や 2012.3 などのバージ ョ ン番号は、リ リースを示します。[Help] → [About
Vivado] をク リ ッ クする と、 現在インス トールされている  Vivado Design Suite のバージ ョ ンを確認できます。

• インス トールに関する詳細は、『ザイ リ ンクス  デザイン ツール : インス トールおよびライセンス  ガイ ド』 (UG798)
を参照して ください。

• 新リ リースおよびリ リース  アップデートのダウンロード方法にうちては、 ザイ リ ンクス  ウェブサイ トのダウン
ロード  センターを参照して ください。

デフォルト では、 Vivado Design Suite の起動時にアップデートが確認され、 最新のバージ ョ ンにアップデートするか
ど うか尋ねる メ ッセージが表示されますが、ネッ ト ワーク  ディ レク ト リにインス トールした場合、インス トールに使
用したマシンのみでアップデートが自動的にチェッ ク されます。 

推奨 : 最新バージ ョ ンのザイ リ ンクス  ツールにアップデートするこ とをお勧めします。

自動的にアップデート されない場合は、 次のいずれかを実行します。 

• XilinxNotify を使用して手動でアップデート を確認

• [Preferences] ダイアログ ボッ クスから自動アップデート を再設定 

XilinxNotify の実行
アップデートの通知が何らかの理由で表示されなかった場合、 次のよ うに XilinxNotify を実行してアップデート を確
認します。 

• Vivado IDE で [Help] → [Check for Updates] をク リ ッ ク  

• Linux シェルに 「xilinxnotify」 と入力 
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[Preferences] ダイアログ ボックスからの自動アップデートの設定
次が実行されます。

• ザイ リ ンクス  ウェブサイ トにリ リースされる最新のソフ ト ウェア アップデート と インス トールしているソフ ト
ウェアのバージ ョ ンを比較し、 新しいバージ ョ ンが見つかった場合は通知します。 

• [Download] ボタンをク リ ッ クする と、 ブラウザーが起動し、 ザイ リ ンクス  ダウンロード  センターにログインす
る画面が表示されます。 

ザイ リ ンクス  ウェブサイ トにログインし、 ダウンロードする製品を選択します。

重要 : ソフ ト ウェア アップデート をインス トールする場合は、 $XILINX インス トール ディ レク ト リに書き込み権が
必要です。

[Preferences] ダイアログ ボックスからの自動アップ
デートの設定
Vivado IDE で自動アップデート を確認するオプシ ョ ンは、 次のよ うに設定します。

1. [Tools] → [Options] をク リ ッ ク します。

2. [Preferences] ダイアログ ボッ クスの左側で [General] をク リ ッ ク します。

3. [General] ページで [Miscellaneous] セクシ ョ ンまでスクロール ダウンし、[Automatically check xilinx.com for software
updates on startup] をオンにします。 

4. [Apply] をク リ ッ ク します。

これで、 ツールを起動するたびに XilinxNotify によ り自動的にアップデートが確認されます。
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付録 B

その他のリソース

ザイリンクス リソース
アンサー、 資料、 ダウンロード、 フォーラムなどのサポート  リ ソースについては、 次のザイ リ ンクス  サポート  サイ
ト を参照して ください。

http://japan.xilinx.com/support

ザイ リ ンクス資料で使用される用語集については、 次を参照して ください。

http://japan.xilinx.com/company/terms.htm.

ソリューシ ョ ン  センター
デバイス、 ソフ ト ウェア ツールおよび IP などのサポートについては、ザイ リ ンクス  ソ リ ューシ ョ ン センターを参照
して ください。 ト ピッ クには、デザイン アシスタンス、 アドバイザリ、 ト ラブルシュート  ヒ ン ト などが含まれます。 

リファレンス 
次の資料は、 本書を補足するためのものです。

• Vivado™ Design Suite 2012.4 資料ページ (http://japan.xilinx.com/support/documentation/dt_vivado_vivado2012-4.htm)

• 『ザイ リ ンクス  デザイン ツール : インス トールおよびライセンス  ガイ ド』 (UG798) 
(http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx2012_4/iil.pdf)

• 『ザイ リ ンクス  デザイン ツール : リ リース ノート  ガイ ド』 (UG631) 
(http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx2012_4/irn.pdf)

• ザイ リ ンクス  ウェブサイ トのダウンロード  センター (http://japan.xilinx.com/support/download/index.htm)

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/support
http://japan.xilinx.com/company/terms.htm
http://japan.xilinx.com/support/solcenters.htm
http://japan.xilinx.com/cgi-bin/docs/rdoc?v=2012.4;t=vivado+docs
http://japan.xilinx.com/cgi-bin/docs/rdoc?l=ja;v=2012.4;d=iil.pdf
http://japan.xilinx.com/cgi-bin/docs/rdoc?l=ja;v=2012.4;d=irn.pdf
http://japan.xilinx.com/support/download/index.htm
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